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0 石井加代子 ( 文科 省 。 科学技術政策研 ) 

の暖昧 な考えの集まりとして 生じ、 やがて 

科学ぬ づ ものが「世界を 

できな b 、 とすると、 先ずはどのま う 

脳神経科学。 生 - 

想 までたちもどって 愚考すること 

の 表層的産物で 

思想から発して。 
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最大にする事を 心掛けてきた。 その危め、 

く 続いた。 このため 機 いこなそうとし " より 

力を 陪しみなく注ぎ 込むことによって 得ようとした。 。 こ 

が 育成されたが。 知 験 によってのみ 習得される 

向 力まう 牽む h 。 

もこ始まり 築 こ 次 大戦以 

このため。 哲学や社会科学。 

も 努めなかった。 

学 をすることが 求められている 3,4," 

究 のために必要な 思想 

究は欧米で始めら 的 成果を出さず。 

実社会の問題に 応用することが 得意」であ 米から寄せられてきた。 迅 本も含め 

の №㏄ 暉目 ㎝も こ よって将来の 社会を支えて 行こうという 

面し。 日本でほ改めて、 科学。 技術 革 

例えば。 インターネ。 ッ ㌃開発 の観 ，点からとらえた 研究では、 アイデア 

のそれぞれを 牽引する思想が 存在すると 着 

アジュン ダ " 設計 ぬ s2%  として 分 している。 方法的にほ 部 
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センタ一のネットワークの 

崩 して。 折りしも育ちつつあ 

たことが、 革新的な 々  

のために必要な ， 怒禰 、 

本 では、 ロボットを用いて ヒト の認知 

の 知識。 方法論を柔軟に 用いている 刀 。 個 

が 、 これらが協力して 新しい 流を形成するこ 

しょうという 動きは乏しい。 --- 方 

コンソーシアムを 結成し、 個々の 

で は 。 一般的な " 安心感 " 

る 。 一方。 開放的で流動性の 。 そのため或る 程度のリスクを 負 う ことを 

やむなしとする 社会では、 か く 、 有益な相手を 柔軟に探し、 

信ずるに足る 情報に基づい ミ 可能であ るとしている 8, 。 

が 喧伝されているが。 人為の 

い 社会に適したものへの 

司 を行な う ためには " 

る 。 その為にほ。 哲学の ジ ー が有効な手段として 期待され ぎ ⑨。 存在論の源 は " ヒト が は 界をどの ょ スノ @@ 

様な社会。 時代に様みな 形で存在してきた。 このうち。 

系 の基礎を成してきた 思想が " ㍑世紀から。 鮒 010 綴 。 存在論とい 

れるよ。 ラ になった。 更に 瑠鐙 年代から。 情報 奉 

する技術として 活用 

イタリアでは。 ㈹ 年 ほど   プヰ " 冷手 も -   力也人文科学系の 学部でも科学技術を 修め。 刀 wF がとられ、 哲学の学徳が 情 

報 科学技術としての ，オン 沖ジ目 と再会することに T り 、 哲学分野での 存在論研究も 活発他していぞ。 逆 

学 技術分野の研究者が 人文科学系の 姑 解を深めることの 必要性も指摘きれている。 日本でほ。 

教育の場のみならず 企業 " 政策の領域や。 これらの領域の 協同する場にお " て " 存在論 

  



約手法を用いて。 々な意見。 思考の @ こ あ る概念や 

る 能力を養 う 事が必要であ る " 

2  存在論によって 
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